
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 図書だより 

令和 6 年 9 月 5 日発行 

徳之島高校図書室 

第 5 号 

 ２学期が始まりました。みなさんどのような夏休みを過ごしましたか？部

活動に励んだり、オープンキャンパスに参加したり、長期休みだからこそ体

験できることにチャレンジしたりと、有意義に過ごせたことと思います。 

 図書室は、今年の夏は受験勉強や息抜きにと、３年生の利用が多くありま

した。１・２年生はまだまだ先のことだと思っていませんか？早めの準備を

おすすめします。進路コーナーもぜひ利用してみてください。 

 また、夏休み中に蔵書点検を行いました。面白そうな本をたくさん見つけ

たので展示してあります。９類（文学）以外を集めてみました。いつもとは

違うジャンルの本に出会うチャンスですよ。ぜひどうぞ。 

『推し、燃ゆ』 宇佐見りん（著） 

 アイドルに心を捧げる女子高生あかりの内面を鋭く描き出す青春小説

です。あかりは、推しのアイドルに熱狂的にのめりこみ、現実の厳しさ

から逃避します。しかし、その推しがスキャンダルで炎上し、次第に彼

女の心も不安定になっていきます。 

現代社会における若者の孤独と繊細な心情が生々しく描き出されてい

ます。気になった方はぜひ手にとってみてください。 

（1年図書委員） 

 

★来室者合計（7月 19日現在）   2,426名 

★学年別貸出冊数 

            １年生    244冊 

            ２年生     78冊 

            ３年生    203冊 

            職 員    114冊  

            合 計    639冊 

  

１学期はどのくらい図書室を利用できましたか？まだ利用したことない

人はぜひ一度利用してみてください。お待ちしています。 

１学期の図書室利用状況 
 

図書委員おすすめ本 
 

図書室には「南日本新聞」と「南海日日新聞」が置いてあります。また、進路

コーナーにはジャンルごとに分けたスクラップもあります。 

新聞は、今の世界情勢や政治経済など多くの情報にふれることができます。

総探や受験対策、情報収集に役立ててください。 

 

・医療  ・保育  ・教育  ・福祉  ・郷土 

・総合学科（生活科学/情報/生物生産/被服/食物） 

・その他（環境/労働/観光/防災…など） 

・コラム（南風録/南海天地） 

新聞を読もう 



 

 

 

 

 

 

 朝晩少し過ごしやすくなってきましたね。心地よい夜風にあたりなが

ら１冊、または早起きした朝に１冊いかがですか？ 

 

＊『告白撃』住野よる（913） 

＊『椿の恋文』小川糸（913） 

＊『ファラオの密室』白川尚史（913） 

＊『都市に侵入する獣たち』ピーター・アラゴナ（481） 

＊『頂を目指して』石川祐希（783） 

＊『有罪、と AI は告げた』中山七里（913） 

＊『ドローンが変える戦争』古谷知之、伊藤弘太郎、佐藤丙午（538） 

＊『皮膚ガスのはなし』関根嘉香（494） 

＊『推しことば類語辞典』山口謡司（814） 

＊『元素に名前をつけるなら』江頭和宏（431） 

＊『二人目の私が夜歩く』辻堂ゆめ（913） 

＊『津田梅子』古川安（289） 

＊『スマート農業の大研究』和田雅昭（614） 

＊『読めない人が「読む」世界』マシュー・ルベリー（493） 

＊『ここはすべての夜明けまえ』間宮改衣（913） 

＊『カレー移民の謎』室橋裕和（334） 

＊『ピアノトリオ』マイク・モラスキー（764） 

＊『のっけから失礼します』三浦しおん（914） 

 

まだまだありますよ！さあ、図書室へGO！ 

新 着 図 書 案 内 
 

夏休み特別貸出の返却日は９月６日（金）です。返却をお願いします。 

また、１学期末に督促状を配付しました。まだ返却していない人は返却し

ましょう。 

 

本の返却をお願いします 

 

図書室では、みなさんからのリクエストを受け付けています。読みたいけ

れどまだ置いてない本や、友達におすすめしたい本などありましたら、図書

室カウンターにあるリクエストカードに記入して箱に入れてください。 

 

※全てのリクエストが通るわけでは 

ありません。ご了承ください。 

本のリクエスト募集中 

★新着本より紹介★ 

『津田梅子』古川安（著） 

 新紙幣の五千円札に描かれているのは津田梅子です。女子教育の向上

に尽力したことは有名ですね。しかし、彼女が生物学を研究し、研究者

として将来を嘱望されていたことを知っていますか？６歳で官費留学

生となり、アメリカで 11年を過ごします。その後再び留学し生物学を

学びます。彼女はなぜ研究者の道を行かなかったのか。津田梅子をもっ

と深く知ることができる１冊です。 


